
イラスト著作権がくげい

・公民館主催事業報告

　令和4年1月1日発行　【第119号】

遊 学 館
～桂林公民館だより～

（写真を撮る時のみマスクを外しています）

―発行―
桂林公民館
日田市上城内2-11

℡・Fax24-3131
HPアドレス:

http://www.hita-k.org/keirin

回

覧

令
和
四
年

新
年
あ
い
さ
つ

桂
林
公
民
館

館
長

財
津
隆
之

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

桂
林
地
区
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
桂
林
公
民
館
の
運
営
に
対
し
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
４
月
の
館
長
就
任
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
よ
る
活
動
自
粛
要
請
が
次
々
と
出
さ
れ
、

自
主
学
習
教
室
や
公
民
館
主
催
事
業
に
お
い
て
も
、
た
く

さ
ん
の
制
約
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
公
民
館
一
大
行
事
で
あ
り
ま
す
、
桂
林
ふ
れ
あ
い

祭
の
二
年
続
け
て
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
る
上
で
、
大
変
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
一
月
以
降
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
減

少
し
、
活
動
自
粛
要
請
も
緩
和
さ
れ
、
公
民
館
活
動
の
範

囲
も
従
来
に
近
い
形
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
き
生
き
と
楽
し
く
、
公
民
館
主
催
事
業
や
自
主
学
習

教
室
へ
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
拝
見
し
て
お

り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早

い
終
息
を
唯
々
祈
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
桂
林
公
民
館
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
様
が
気
軽
に
集
え
る
場
と
な
り

ま
す
様
、
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
方
に
は
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
と
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
益
々
の

ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

1
2
月
8
日
（
水
）
に
環
境
学
習
最
終
講
と
し
て

九
重
町
に
あ
る
日
本
最
大
の
地
熱
発
電
所
、
八
丁

原
地
熱
発
電
所
に
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
展
示
館
で
八
丁
原
地
熱
発
電
所
の
仕

組
み
を
大
ま
か
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
蒸
気

井
で
マ
グ
マ
で
熱
く
な
っ
た
地
下
水
を
く
み
上
げ
、

蒸
気
と
温
水
を
分
離
さ
せ
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
電
気
を
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
地
熱
発

電
は
化
石
燃
料
を
一
切
使
わ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
と
て
も
優
し
い
発
電
で
す
。
説

明
を
聞
い
た
後
は
実
際
の
汽
水
分
離
機
や
タ
ー
ビ

ン
な
ど
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
地
熱
発
電
所

を
見
学
し
た
後
は
、
講
座
の
第
2
.
3
講
に
来
て

い
た
だ
い
た
T
A
O
塾
波
多
野
毅
先
生
が
運
営
し

て
い
る
リ
ト
リ
ー
ト
カ
フ
ェ
で
昼
食
で
す
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
材
を
中
心
に
大
豆
ミ
ー
ト
で
作
っ
た
唐

揚
げ
や
野
菜
の
み
で
作
っ
た
ス
ー
プ
、
赤
米
な
ど
が

入
っ
た
雑
穀
米
、
豆
乳
で
作
っ
た
グ
ラ
タ
ン
な
ど

体
に
優
し
い
食
材
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
ミ
ツ
バ
チ
養
蜂
、
玄
米
ぽ
ん
せ
ん
な
ど
波

多
野
先
生
の
講
談
調
の
お
話
し
も
弾
み
、
学
習
も

兼
ね
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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2月8日

2月5日

1月12日

1月28日

運営委員会視察研修

チャレンジスクール「高瀬文夫商店見学」

1月6日 チャレンジスクール「パン作り」

1月9日 日田市成人式

男の料理教室「ロールキャベツ」

すずめの学校
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ぶらりと歩こう会～天瀬温泉街～

12月2日（木）と11日（土）にぶらり

と歩こう会のみなさんと天瀬温泉街を散

策しました。川沿いの露天風呂があった

り、駅や道沿いに足湯などがあったりと

温泉をとても身近に感じられました。ま

た一番奥の玖珠川にかかっていた崩落し

た橋のところで館長から話しを聞き、川

沿いの家が撤去されていたりと昨年の水

害の被害も見受けられました。

最後は桜滝まで歩きました。公園や遊

歩道も整備され、とても歩きやすく綺麗

になっています。滝の迫力は満点で、ま

た滝から吹いてくる風がとても心地よ

かったです。温泉に触れ、桜滝でマイナ

スイオンを浴び、また水害の状況などに

も思いをはせたぶらりと歩こう会となり

ました。

11月17日（水）に寿考教室第4講として講師に鯉川薫

さんをお招きして、寄せ植え体験を行いました。寄せ植え

に使う花はビオラとシクラメン、プリムラの3種類です。

その他にチューリップとムスカリの球根も植えました。

はじめに鉢の底に軽石を入れ、花用の土と肥料を入れス

コップで混ぜます。その後、球根を植えていきます。

チューリップの球根は頭の部分の皮をむいて鉢の中央部分

に土に埋まるように置きます。ムスカリの球根は鉢の周り

に植えていきます。球根を植え終わったらお花を植えてい

きます。3種類の花を鉢のふちから1㎝程度内側になるよ

うに均等に植えて花の上に土をかぶせていきます。チュー

リップやムスカリの球根を植えることで、春先まで楽しめ

る寄せ植えになりました。その後は、水やりの方法や肥料

の足し方。お花のお手入れ方法などを説明していただきま

した。今日作った鉢植えは桂林公民館の玄関にも飾ってい

ます。春先までぜひ楽しんでいただきたいと思います♪

12月15日（水）と20日（月）に寿考教室と女性セミ

ナーで「日田杉を使ったしめ縄作り」を開催しました。

講師の先生は（有）髙村木材の髙村真理先生です。先生

は製材所に嫁いで日田杉の良さをもっと多くの方に知っ

ていただきたいという思いから、こういった活動を始め

られたそうです。はじめに先生が用意して下さったあお

わらを編んでいきます。この工程がとても難しいのでみ

なさん説明を聞いた後も、それぞれ隣の人などと話しを

したり、協力しながら編んでいきました。編み終わった

ら先生が持ってきて下さった杉の葉やケヤキの葉、色味

のある赤い実などの山にある材料や、ドライフラワーな

ど好きなものを選んでわらの周りに飾っていきました。

部屋中に木々の香りが広がり、とても癒されるととも

に皆さん個性的なしめ縄がたくさんでき、とても喜んで

いただきました。ぜひ玄関などに飾って下さい。次の活

動もお楽しみに！よいお年をお迎えください。

行 事 予 定


